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　今年も、日本各地で台風、水害、土石流、
火山噴火と様々な自然災害に見舞われまし
た。日本は世界の総国土面積のたった0.25
％ですが、内閣府の防災白書によれば2000
年からの10年間に世界中で起こったマグニ
チュード６以上の地震の20.5％が日本で起
きています。南関東でM７クラスの地震が
発生する確率は30年以内に70％だそうで、
いつ大地震が起きてもおかしくありません。
　３年前の東日本大震災の時、直接の被害
が少なかった東京でも交通手段がマヒして
幹線道路が大混乱したことや、コンビニや
スーパーからあっという間におにぎりやパ
ン、トイレットペーパーが消えたことを思
い出します。
　災害の種類や規模によって状況は様々で
すが、日頃から災害に備えて心がけておき
たいことがいくつかあります。

　一つ目は、今までより少し多めに食料と
飲料を買い置きすること。非常食よりも常
温保存できる普通の食品がいいですね。家
族が１週間暮らせる量を目安に少し多めに
買って、使ったら補充しておきましょう。
　二つ目は基本的な大工道具や裁縫道具を
揃えておくこと。災害で必要なものが足り
ない不自由な暮らしになっても、自分でで
きることを見つける気力と体力さえあれば、
修理やものづくりに道具が大活躍してくれ
るかもしれません。
　三つ目は地域で信頼できる仲間を作って
おくこと。実はこれが一番大事なことです。
えこひろばの活動に参加して資源やエネル
ギーを大切にする暮らし方を地域に一緒に
広げませんか？
　いざという時がず～と来ないことを願い
ながら。
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「いざという時のための備えとは？」



《世田谷清掃工場フェア２０１４》に出展
「生ごみ堆肥化講習会」と「エコ工作教室」

　「世田谷清掃工場フェア2014」が10月19日（日）、お隣の世田谷市場のおまつりと同時開催されま
した。えこひろばは清掃工場の３階会場で「生ごみ堆肥化講習会」と「エコ工作教室」を担当し
ました。当日は天気にも恵まれ、生ごみ堆肥化講習会は62名、エコ工作は68名の参加があり、用
意した材料を使い切りました。楽しい体験がごみ減量への気づきにつながるといいですね。

イッツコム･テレビが取材・放映
《生ごみ堆肥で美味しい野菜づくり講習会》

　世田谷区、川崎市、横浜市の東急電鉄沿線地域を
サービスエリアとしているイッツコムテレビの取材
チームが、９月３日、キャロットタワー４階で開か
れた世田谷区主催の「生ごみ堆肥で美味しい野菜づ
くり講習会」を取材に来ました。同講習会は、えこ
ひろばが企画・運営したもの。講習会の模様は、９
月16日のイッツコムテレビの「地元TVおかえ
り！」という番組で放映・紹介されました。

《世田谷清掃工場フェア２０１４》に出展
「生ごみ堆肥化講習会」と「エコ工作教室」

「生ごみ堆肥化講習会」
　牛乳パックの中に、よく乾いた土と野菜く
ずを細かく刻んで米ぬかをまぶしたものを入
れ、密封して持ち帰る体験実習をしました。
　野菜くずは隣の市場から。冬季だと３～４
カ月、夏季だと２カ月前後で堆肥が出来上が
ります。参加者からは「こんなに簡単に出来
るの」と好評でした。

「エコ工作教室」
　ミニカップ麺の容器と廃DVDを使って、風
船を膨らませカップの底の穴から空気を噴出
して走らせる「風船UFO」と、間伐材などを
利用して、布や毛糸をあしらい、目玉をつけ
たかわいい「もっくんペンダント」作り。　
　子どもたちはみな、大喜びでエコ工作に取
り組んでいました。



ごみか資源で迷ったら

リサイクル千歳台に
不用品支援棚

　10月から家庭で不用になった食器、文房具、タオルやハンカチなどの贈
答品など、自分では使わないけれど誰かに使ってもらえればという声に応
えて、不用品の支援棚が開設されました。棚にのる小型のものなら開館時
間にはいつでも持ち込めます。気に入った物があれば棚に募金箱が設置さ
れていますので、お気持ちを入れていただいて食器一つからでも持ち帰れ
ます。リサイクル千歳台では衣類については２カ月に一度リフレッシュ会、
またフリーマーケットも開かれていますが、小さな雑貨でフリマに出すほ
どの量と体力はないけれど、捨てるにはもったいないという方から好評い
ただいています。募金は実施団体であるNPO法人世田谷環境推進21とつ
むぐエコの会が年に１度世田谷区の東日本大震災復興支援金等に寄付する
ことになっています。

●紙類
　可燃ごみの約１／４は分けれ
ば資源になるものです。包装紙
や紙箱、パンフレット、新聞紙、
チラシ、雑誌などをつい可燃ご

みで出していませんか？　ごみとして処理する
コストは１kg当たり50円ですが、古紙として
資源に出すと20円／kg、使われる税金は半分
以下です。名刺サイズ以上の紙なら出せるので
紙袋にためておいて資源の日に出しましょう。
特殊加工や汚れの付着など回収できない紙もあ
るので迷ったら毎年４月に出る「ごみ減量・リ
サイクルハンドブック」（発行：世田谷区清掃・
リサイクル部事業課）で確認してください。
●ペットボトル

　コンビニやスーパーでの店頭
回収は一部の大手スーパーを除
き区が行ってきましたが、平成
27年２月末で区による回収は終

わります。集積所での回収は続けられますが、
輸送コストが高いので処理コストは152円／kg
もかかります。区が回収して処理コストを税金
で負担するより、できればメーカーやお店が負
担してほしいものです。

保温調理用鍋カバー作り、
傘布でアームカバー作り

　10月3日（金）傘布を利用するアイディアと
してアームカバー作りの講習会を行いました。
２種類計画したので短い方は同じ物が２つでき
るはずでしたが１つしか完成できませんでした。
　10月31日（金）毎年
「生ごみ堆肥で美味しい
野菜づくり講習会」で
ミネストローネの試食
を出す時に紹介してい
る保温調理用の鍋カバ
ーを、えこひろばで作
成し、初めて講習会を企画しました。厚地の布

に、キルト芯、新聞紙、ア
ルミシートで断熱して
工夫を重ね１年がか
りで準備したもので
す。縫い合わすのに
時間がかかり、次回
からは午前中から1
日がかりの講習会にな
りそうです。



会 員 募 集 中 ！会 員 募 集 中 ！

リサイクル千歳台
（千歳台１－１－５）は
毎週月曜日が
休館日です。
（祝日にあたる場合は翌日）

Tel 090-6315-7432　Fax 045-402-8272
e-mail　tamikotsuka@aol.com

Tel 080-5025-2281　Fax 03-3421-1947
e-mail　harabe@e03.itscom.net

備蓄品

このまんがのキャラクターがホームページに！
下記のアドレスに遊びに来てね！（アドレス変更しました）
http://www.knacktwin.com

申し込み・問い合せは塚元まで

◎定例行事予定◎
(三軒茶屋消費生活センターとリサイクル千歳台)

◎その他の行事予定◎

＊おもちゃの修理（無料）
＊かさの修理、包丁とぎ
　(１本300円)

毎月第４土曜
受付10時半～13時
ぐるんぱ主催　千歳台

＊布ぞうり講習会（参加費700円）
布の無い方はお申し込み下さい（＋300円）

毎月千歳台と
三軒茶屋で

＊リサイクル手芸講習会　
　ネクタイで帽子作りなど
　（参加費500円～700円）

千歳台

＊園芸講座・みどりのサロン
　（参加費500～800円）

毎月第４金曜
千歳台

＊裂き織り講習会
　（参加費1500円）

毎月第２金曜
千歳台

＊えこひろば inキャロット
　 参加費
　衣類の交換会：衣類の持ち込み
は無料、持ち帰り100円～

　傘の修理：１本300円、
　布ぞうり作り：700円（布持参の方）

毎月１回 日曜又は祝日 
受付午後１時～３時  
キャロットタワー３階
市民活動支援コーナー

入会申し込み・問い合わせは「　　　　  事務所」
〒154-0024　世田谷区三軒茶屋1-32-2　e-mail：ecohiroba@b05.itscom.net

“できることから少しずつ”何かやってみたい人、会員になって興味のある分野で楽しく仲間を作り活動して
みませんか？　また、会の活動を応援したい皆さん、ぜひサポート会員として活動を支えて下さい。
えこひろばの基本的な活動は会員の皆さんからの会費で成り立っています。

年会費　一口　1000円　　◎正会員…2口以上　　◎サポート会員…1口以上

●えこひろばのホームページはこちら!!
http://home.e00.itscom.net/eco

【世田谷くらしフェスタ2014】11月23日（日）午前10時～午後４時
　会場：三軒茶屋分庁舎３階、５階　三茶ふれあい広場
　おもちゃ・傘の修理、小型家具の頒布、骨密度測定、フリーマーケットなど
【祖師谷リサイクルフェア】11月30日（日）午前10時～午後２時半
　会場：祖師谷まちづくりセンター
　おもちゃ・傘の修理、リサイクル手芸・エコ工作、小型家具の頒布、チャリティーバザーなど
【せたがやボロ市】12月15日（月）16日（火）、27年１月15日(木)16日(金)
　午前10時～午後５時くらいまで　会場：世田谷通り南側 田代ビル前（桜小前信号の近く）
　リサイクル手芸品(布ぞうり・エコバッグなど)、自然素材のクリスマスリースキット等の紹介販売

振込口座　郵貯銀行00100-6-608077「えこひろば」、三菱東京UFJ銀行三軒茶屋支店（普）1135475

　今年は夏から裂き布でぞうり作りの講習会に申し込みが多く、１回に15名以上になる事も何度かありました。
　ネット申し込みで若い方の参加も増えて、布の無い方も多いので布の準備に追われました。一方では浴衣やはぎれ
等布を寄付して下さる方もいらして、とても助かっています。10年以上講習会を行っていますが根強い人気があり、
ベテランのスタッフも育って人気の古田講師と頑張っています。

本紙（モノクロ版）は再生紙（古紙約10％配合）を使用しています。
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災害に備えて
食料を備蓄しておこう！最近自然災害が

　増えてるしね

非常食よりも
常温保存できる
普通の食材がいいな

大工道具や
裁縫道具もあるといいね

ご近所様との
　交流も大切

備蓄物の整理も
忘れないでね！


